
平
安
時
代
平
象
嵌
技
法
の
研
究

西

山

要

一

一
、

は

じ

め

に

平
安
時
代

の
金
工
品
に
少
数

の
平
象
嵌

の
遺
品
が
あ
る

(挿
図
1
)。
古
墳
時

代
に
始
ま
る
日
本
の
象
嵌
技
法

の
歴
史
を

た
ど

っ
て
み
る
と
、
平
安
時
代
に
な

っ
て
突
如
と
し
て
平
象
嵌
技
法
が
出
現
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
は
、
早
く
も
春
秋
時
代

に
銅
器
に
金
銀
象
嵌
で
加
飾
す
る
こ

と
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
当
初
よ
り
線
を

象
嵌
で
表
わ
す
糸
象
嵌
と
面
を
象
嵌

で
表
わ
す
平
象
嵌
が
並
用
さ
れ
、
戦
国
時

代
に
は
鉄
器
の
加
飾
に
も
広
く
行
わ

れ
、
漢
代
を
通
じ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
種
象

嵌
は
漸
時
減
少
し
、
階
唐
代
に
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

い
。

日
本
で
は
四
世
紀
に
中
国

・
朝
鮮
半
島
か
ら
象
嵌
遺
品
が
も
た
ら
さ
れ
、
五

世
紀
に
は
そ
の
技
術
を
会
得
し
て
多
く

の
象
嵌
遺
品
を
製
作
す
る
が
、
飛
鳥

・

奈
良
時
代
以
降
は
、
細
々
と
続
け
ら
れ

て
い
く
。
し
か
も
、
日
本
で
製
作
さ
れ

た
象
嵌
遺
品
は
す
べ
て
糸
象
嵌

で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
平
安
時
代
に
突
如
と
し
て

平
象
嵌
遺
品
が
出
現
し
て
く
る
。

本
稿
は
、
全
国
に
散
在
す
る
平
安
時
代
平
象
嵌
遺
品
を
新
し
い
研
究
手
法
で

あ
る
機
器
分
折
を
も
応
用
し
て
詳
細
に
調
査
検
討
し
、
そ
の
技
法
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も

に
日
本
に
お
け
る
平
象
嵌
技
法

の
起
源
と
そ
の
技
術
を
継
承
し
た

⊥
人
を
解
き
明
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

二
、
平
安
時
代
平
象
嵌
遺
品
の
諸
例

の

中
尊
寺
金
色
院
舎
利
壇

(岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
)

奥
州
平
泉
に
京

の
都
の
華
麗
な
文
化
を
花
咲
か
せ
た
藤
原
三
代

(清
衡

・
元

衡

・
秀
衡
)
の
遺
体
を
ま

つ
る
中
尊
寺
金
色
院

(金
色
堂
)
に
象
嵌
の
あ
る
舎

利
壇
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

(写
真
1
)。

舎
利
壇
は
舎
利
塔
を
奉
安
す
る
た
め
の
木
製
銅
板
貼
り
の
台
で
、
基
壇
と
上

壇

の
二
段
よ
り
な
る
。
基
壇
は

一
辺
七
三

・
五

㎝
を
計
り
、
側
面
は
三
問
に
わ

け
、
各
間
に
銅
板
打
出
し
の
対
向
孔
雀
文
を
貼

っ
て
お
り
上
下
椎
と
束
に
は
唐
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院舎利壇1.

2.

3.

4.

5.

6.

7

中尊寺

清水寺

八代神

法住寺

平等院

手向山

大山寺

《

'

O

挿図1平 安時代象嵌遺品分布図

草
文
を
彫
刻
し
た
金
具
を
貼

っ
て
い
る
。
基
壇
上
面
は
平
ら
な
銅
板
を
貼

っ
て

い
る
。
上
壇
は
四
方

に
階
段
を
設
け
高
欄
を
巡
ら
せ
、
枢
に
は
唐
草
文
を
彫
刻

し
た
金
銅
金
具
を
貼

っ
て
い
る
。

象
嵌
は
、
基
壇
側
面
格
狭
間

の
対
向
孔
雀
文

の
左
右
に
宝
相
華
唐
草
文
象
嵌
、

基
壇
上
面

の
四
隅
に
蓮
唐
草
団
彙
文
象
嵌
と
し
て
施
さ
れ
て
い
る
。
均
整

の
と

れ
た
む
だ
な
空
間
を
残
さ
な

い
華
麗
な
象
嵌
文
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
文
様
は
暗
緑
色
の
銅
錆
が
舎
利
壇
表
面
を
覆
う
中
に
、
銀
の
さ
び

で
変
色
し
た
黒

い
象
嵌
文
様
と
し
て
見
て
と
れ
る
。
基
壇
上
面

の
銅
板
の
矧
ぎ

目
に
も
黒
色
の
線
が
見
え
、
銀
鍼
付
け
に
よ
る
接
合
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

本
例
の
場
合
、
保
存
状
態
が
極
め
て
良
好
で
、
象
嵌
剥
落
な
ど
の
破
損
が
な

く
、
表
面
観
察
で
は
象
嵌
技
法
に
つ
い
て
の
手
懸
は
得
ら
れ
な
い
が
、
す
く
な

く
も
銅
地
銀
象
嵌
技
法
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

他
例
と
は
材
質
に
差
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
文
様
輪
郭
を
断
面
V
字
形
に
深

く
彫
り
、
そ
の
間
を
浅
く
削

ハ.
て
、
文
様
に
切
り
と

っ
た
銀
板
を
嵌
め
込
む
平

象
嵌
技
法
は
共
通
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
金
色
堂
の
建
立
は
大
治
元
年

(
=

二
六
年
)、
栄
華
を
誇

っ
た
伽
藍

の
う
ち
金
色
堂
な
ど
数
棟
を
残
し
、
こ
と
ご
と
く
戦
火
に
つ
い
え
た
の
が
文
治

五
年

(
=

八
九
年
)
の
源
頼
朝
の
奥
州
征
伐
で
あ
る
。
本
例
は
、
こ
の
間
に

製
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
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せ
い
す
い

じ

②

清
水
寺
鍬
形

(長
野
県
長
野
市
保
科
)

清
水
寺
は
長
野
市
街
を
千
曲
川
対
岸

に
見
る
保
科
の
山
裾
に
位
置
す
る
。
征

夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦
夷
征
討

の
際
、
此
地
の
神
童
の
助
け
を
得
て
勝

利
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
帰
途
、
御
礼
と
し
て
神
童
像
八
体
と
と
も

に

自
か
ら
着
用
の
冑

の
前
立

(鍬
形
)
を
清
水
寺

に
奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
鍬
形
は
、
全
長
四

一
・
八

㎝
、
台

部
幅

一
五

・
三

㎝
、
左
右
角
先
の
問

一
九

.
五

㎝
、
厚
さ
二
～
○

・
六

㎜
を
計

る

(写
真

2
の
下
、
図
1
の
ー
)。

鍛
鉄
に
よ

っ
て
台
と
二
本
の
角
を
別
造
り
し
、
金
銅
製
花
笠
金
具
お
よ
び
そ
の

上
下
二
個
の
鉄
鋲
に
よ

っ
て
接
合
さ
れ
て
い
る
。
金
銅
製
の
覆
輪
は
台
部

の
外
縁

の
み
に
付
さ
れ
、
台
部
上
端

の
銅
鋲

(右

側
は
二
個
、
左
側
は

一
個
)
で
固
定

さ

れ
て
い
る
。
台
正
中
の
鏑
を
挟
ん
で
二
孔

一
対
、
台
上
方
左
右
に
各
二
孔

一
対

計
三
ケ
所
に
穿
た
れ
た
孔
は
冑
鉢

へ
の
取
付
け
孔
で
あ
る
。
左
右
角
先
端
に
も

各

一
孔
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
飾
房
で
も

付
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

雲
竜
文
象
嵌
は
鍬
形
台
部
に
あ
る
。
竜

は
左
方
に
頭
部
を
お
き
、
左
頭
上
よ

り
傭
鰍
す
る
姿
態
で
描
か
れ
て
い
る
。
右
前
足
を
顔
前

に
直
立
さ
せ
、
左
前
足

は
前
方
に
延
ば
す
。
大
き
く
描
か
れ
た
口
唇

の
先
端
か
ら
は
雲
気
を
吐
く
。
頭

上
に
は
二
本

の
角
を
も
ち
首
の
後
ろ
に
蓮
台
宝
珠
を
付
す
。
左
後
足
は
力
強
く

下
方
に
踏
ん
ば
り
、
右
後
足
は
尻
尾
を
か

ら
ま

せ
て
後
方

に
は
ね

る
。
背
鰭
、

う
ろ
こ
、
蛇
腹
、
毛
を
細
か
く
描
き
、
腹

下
に

一
雲
を
配
す
る
。
鍬
形
台

の
U

字
形
空
間
に
制
約
さ
れ
て
い
る
た
め
、
不
自
然
に
胴
が
短
か
く
獅
子
を
思
わ
せ

る
姿
態
で
あ
る
が
、
ま
さ
し
く
天
空
を
駈
け
る
竜
で
あ
る
。

象
嵌

の
雲
竜
文
様
は
半
ば
剥
落
す
る
が
、
剥
落
部
分
の
細
部
を
観
察
す
る
と
、

文
様

の
輪
郭
が
断
面
V
字
形
に
深
く
刻
ま
れ
、
そ
の
内
部
は
浅
く
水
平
に
削
ら

れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
象
嵌
文
様
残
存
部
に
は
金
色
の
部
分
と
、
こ
れ
が

磨
耗
し
て
銅
色
を
呈
す
る
部
分

の
あ
る
こ
と
も
観
察
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

本
例
は
鉄
地
銅
象
嵌
金
鍍
金

の
技
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

○

や

つ

し

ろ

㈲

八
代
神
社
鍬
形

(三
重
県
鳥
羽
市
神
島
)

神
島
は
伊
勢
湾
[
の
真
只
中
に
位
置
す
る
周
囲
約
四
㎞
の
小
島
で
、
古
く
よ

り
鳥
羽

・
伊
良
湖
岬
間
の
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
、
神
島
集
落
を
見

降
す
屋
根

上
に
位
置
す

る
八
代
神
社
に
は
、
海
上
交
通

の
安
全

・
魚
業
繁
栄

を
祈
る
祭
祀
品
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
金
銅
装
椎
頭
大
刀
の
柄
頭
や
海
獣

葡
萄
鏡

・
石
製
模
造
品
な
ど
の
奉
納
品
は
、
既
に
古
墳
時
代
に
そ
う
し
た
祭
祀

が
行
わ
れ
て
お
り
、
海
の
正
倉
院
と

い
わ
れ
る
玄
界
灘
の
孤
島
沖

ノ
島
の
祭
祀

と
の
類
以
を
思
わ
せ
る
。

鍬
形
も
奉
納
品
の

一
つ
で
あ
る
。

(写
真
2
の
上

・
図
1
の
2
)。
鍬
形
は
、
清

水
寺
鍬
形
と
同
じ
く
台
と
角
を
別
造
り
し
鋲
留
す
る
形
式
の
も

の
で
あ
る
が
、

現
在
は
台
部
の
み
が
残
存
し
、
両
角
を
欠

い
て
い
る
。
台
の
長
さ

一
六

・
五

㎝

幅

一
五

・
八

㎝
、
厚
さ

一
～

一
・
三

㎜
を
計
る
。
外
緑
部
に
は
金
銅
覆
輪
を
付

す
が
、
台
先
端
に
は
及
ば
な
い
。
覆
輪
両
端
は
小
銅
鋲
で
留
め
て
い
る
。
台
先

端
に
は
金
銅
製
笠
鋲
が
各

一
個
付
さ
れ
、
こ
こ
で
両
角
を
接
続
し
た
も
の
で
あ

る
。
正
中
線
の
鏑
を
挟
ん
で
二
孔

一
対
、
左
右
角
元
に
二
孔

一
対
、
計
三
カ
所
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に
冑
鉢

へ
の
取
付
け
用

の
孔
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

鍬
形
に
は
獣
面
文

(獅
噛
文
)
が
象
嵌

さ
れ
て
い
る
。
大
き
く
開
く
口
か
ら

の
ぞ
か
せ
る
歯
と
牙
、
巨
大
な
鼻
、
釣
り

上

っ
た
目
と
眉
、
口
上

・
眉
上

・
耳

上
の
髭
と
毛
、
い
か
に
も
何
者
を
も
寄
せ

つ
け
な

い
強
靭
さ
と
恐
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
堂
々
た
る
獣
面
で
あ
る
。

象
嵌
の
脱
落
し
て
い
る
歯
の
部
分
を
観
察
す
る
と
、
四
角

い
歯
の
輪
郭
が
断

面
V
字
形
の
溝

で
刻
ま
れ
、
そ
の
内
部
は
浅
く
水
平
に
削
ら
れ
て
い
る
状
態
が

見
え
、
ま
た
、
眉
上

の
毛

の
脱
落
部
分
は
断
面
V
字
形

の
細
い
線
が
刻
ま
れ
て

い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
象
嵌
残
存
部
の
表
面
は
滑
ら
か
で
、
に
ぶ
い
茶
色
を
呈

す
る
中
に
金
色
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
観
察
か
ら
、
こ
の
鍬
形
は
鉄
地
銅
象
嵌

金
鍍
金

の
技
法

に
よ
る
も

の
と
判
断
さ
れ

る
。

㈲

法
住
寺
殿
跡
鍬
形
と
轡

(京
都
市
東
山
区
)

法
住
寺
殿
跡
は
京
都
市
東
山
区

の
三
十

三
間
堂
の
東
側
に
隣
接
,す
る
。

一
九

七
八
年
に
財
団
法
人
古
代
学
協
会
平
安
博
物
館
に
よ

っ
て
ホ
テ
ル
増
築
に
伴
う

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
お
よ
そ
三

m
四
方

の
土
壊
か
ら
五
個
体
以
上
の
甲
冑
と

(註
1
)

と
も
に
象
嵌
文
様
の
あ
る
鍬
形
と
轡
が
各

一
点
ず

つ
発
見
さ
れ
た
。

鍬
形
は
全
長
五

一
㎝
、
厚
さ
○

・
八
～

一
・
○

㎜
を
計
る

(写
真
3

・
図
1

の
3
)
鍛
造
鉄
板

一
枚
造
り
、
金
銅
総
覆
輪
で
あ
る
。
正
中
線
の
鏑
を
挟
ん
で

二
孔

一
対
、
台
部
か
ら
左
右
角
部

へ
の
移
行
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
孔

一
対
、
計

3
か
所
に
孔
を
穿
ち
、
冑
鉢

へ
の
取
付
孔
と
し
て
い
る
。

こ
の
鍬
形

の
正
中
線
鏑
を
挟
ん
で
左
右
対
称
に
竜
と
雲
を
配
し
て
い
る
。
相

対
す
る
竜
は
大
き
く
胸
を
は

っ
て
頭
を
も
た
げ
、
大
き
く
開

い
た
口
か
ら
は
雲

気
を
吐
き
、
頭
上
に
二
本
の
角
を
も
ち
首
の
う
し
ろ
に
は
火
焔
宝
珠
を
飾
る
。

片
前
足
は
胸
元
に
、
他
方

の
前
足
は
力
強
く
下
方
に
踏
ん
ば
り
.、
胴
を
鍬
形
の

U
字
形
に
従

っ
て
上
方

へ
と
急
角
度

で
腕
曲
さ
せ
つ
つ
、
後
片
足
を
前
方
に
、

他
方

の
後
足
は
尻
尾
を
か
ら
ま
せ
て
後
方
に
延
ば
す
。
力
強

い
竜
で
あ
る
。
ま

た
竜

の
胸
部
前
面
、
胴
と
尻
尾
の
下
方
に
は
間
隙
を
埋
め
る
短
か
い
雲
文
、
尻

尾
後
方
か
ら
角
先
ま
で
は
長
く
流
麗
な
雲
文
を
配
し
て
い
る
。

発
見
当
時
は
全
面
鉄
錆
に
覆
れ
て
い
た
鍬
形
で
あ
る
が
、
次
章
で
詳
述
す
る

通
り
X
線
写
真
、
保
存
処
理

・
文
様
表
出
時
の
観
察
と
機
器
分
析
に
よ
り
、
鉄

地
銅
象
嵌
金
銀
鍍
金

の
技
法

に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ

ち
、
鉄
地
に
断
面
V
字
形

の
深
い
溝
で
文
様

の
輪
郭
を
刻
み
、
内
部
を
浅
く
削

り
、
別
に
同
大
に
切
り
抜

い
た
銅
板
文
様
を
嵌
め
込
ん
で
固
定
、
象
嵌
部
分
全

面
を

一
担
金
鍍
金
し
た
の
ち
に
、
竜

の
角

・
瓜

・
雲
気

・
雲
文
を
銀
鍍
金
す
る

(註
2
)

と
い
う
細
か

い
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

轡
は
、
円
形
の
鏡
板
、
鏡
板

に
鉄
鋲
留
さ
れ
た
立
聞
、
二
連
式
街
、
引
手
金

具
、
鏡
板
と
街
と
引
手
金
具
を
連
結
す
る
円
環
と
か
ら
な
る

(写
真
4

・
図
2

の
4
)。
鏡
板
は
直
径

一
〇

・
一
㎝
、
厚
さ
○

・
二
～
○

・
三
六

㎝
を
計
る
中
央

で
甲
張
り
す
る
形
で
あ
る
。
街
の
断
面
は
円
形
、
立
聞
と
引
手
の
断
面
は
長
方

形
で
あ
る
。

鏡
板
に
は
飛
鶴
文
が
象
嵌
さ
れ
て
い
る
。
鶴
は
上
方
に
首
を
も
た
げ
て
前
方
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に
嗜
を
突
き
出
し
、
両
翼
を
上
下
に
大
き

く
広
げ
、
尾
羽
を
後
方
に
な
び
か
せ

る
。
下
方

の
翼
の
前
方
に
は
足
と
思
わ
れ
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に

地
上
よ
り
飛
翔
せ
ん
と
す
る
姿
か
、
あ
る

い
は
地
上
で
大
き
く
両
翼
を
広
げ
て

舞

っ
て
い
る
様
で
あ
ろ
う
か
、
華
麗
な
鶴

の
姿
で
あ
る
。
鶴
文
の
間
隙
に
は
巧

み
な
透
し
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。

鏡
板

に
鋲
留
さ
れ
た
立
聞
の
軸
に
花
蕾
文
、
環
に
波
状
文
が
象
嵌
さ
れ
、
ま

た
引
手
金
具
の
軸
に
草
花
文
、
環
に
波
状
文
が
象
嵌
さ
れ
て
い
る
。

轡
は
鍬
形
同
様
に
、
発
見
さ
れ
た
当
初

は
鉄
錆
に
覆
れ
て
い
た
が
、
X
線
写

真
撮
影
の
結
果
、
象
嵌
文
様
の
存
在
が
確

認
さ
れ
、
保
存
処
理

・
文
様
表
出
の

過
程

に
お
け
る
観
察

・
分
析
に
よ
り
象
嵌

技
法
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
表
面
観

察

の
結
果
、
鍬
形
や
他
例
と
同
様
な
技
法

で
あ
ろ
う
と
予
側
し
て
い
た
が
、
特

に
鶴
の
羽
の
破
損
断
面
の
X
線

マ
イ

ク

ロ
ア
ナ

ラ
イ
ザ
ー
分
析
に
よ

っ
て
、

象
嵌
の
断
面
を
画
像
で
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ

っ
た
。

こ
の
分
析
等
の
結
果
は
次
章

で
述
べ
る
が
、
本
例
も
鉄
地
銅
象
嵌
金
鍍
金

の
技

法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

な
お
、
鍬
形

・
轡
と
と
も
に
甲
冑
五
個
体
以
上
を
出
土
し
た
土
墳
に
つ
い
て

発
掘
調
査
担
当
者
は
、
寿
永
二
年

(
=

八
三
年
)

の
法
住
寺
合
戦

の
際
、
木

曽
義
仲

に
せ
め
ら
れ
戦
死
し
た
後
白

河
法
皇
方

の
戦
死
武
将
を
葬
祭
し
た
墳

墓
堂
遺
構
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

㈲

平
等
院
阿
弥
陀
堂
扉
留
金
具
(京
都
府
宇
治
市
)

藤
原
頼
道
発
願
に
よ
る
平
等
院
阿
弥
陀
堂
は
、
前
面
に
池
を
配
し
、
本
堂
を
中

心
に
し
て
両
側
に
翼
廊
、
後
方
に
尾
廊
を
も

つ
飛
ぶ
鳥

の
如
く
の
平
面
形
を
も

ち
、
か

つ
阿
弥
陀
堂
棟
端
の
2
羽
の
鳳
鳳
の
飾
り
の
あ
る
こ
と
か
ら
鳳
鳳
堂
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
堂
内

の
阿
弥
陀
像
を
は
じ
め
、
四
方
の
扉
内
面
の
浄

土
絵
図
、
奏
楽
飛
天
像
、
き
ら
び
や
か
な
装
厳
は
、
ま
さ
に
こ
の
世
に
極
楽
浄

土
を
創
り
出
し
て
い
る
。

今
、
屋
根
上
の
鳳
鳳
、
絵
扉
は
保
存
の
た
め
に
収
蔵
庫
に
移
さ
れ
て
い
る
が
、

建
築
は
幾
度
か
の
修
理
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
創
建
当
初
の
姿
を
伝
え

て

い
る
。

象
嵌
の
あ
る
扉
留
金
具
は
、
阿
弥
陀
堂
正
面
の
上
品
上
生
図
扉
の
留
金
具
二

個
、
左
側
面
の
中
品
上
生
図
扉

の
留
金
具
二
個
の
計
四
個
あ
り
、形

制

・装
飾
文

を
同
じ
く
し
、今
も
留
金
具
の
…機
能
を
果
し
て
い
る
。
(写
真
5
の
上
・図
2
の
5
)。

扉
留
金
具
は
二
枚

の
座
金
と
環
お
よ
び
環
取
付
か
ら
な
る
。
二
枚

の
座
金
の

う
ち
、
上
段
座
金
は
直
径
四

・
九

㎝
、
厚
さ
○

・
二

㎝
の
銅
製
で
、

一
四
葉

の

輪
花
を
彫
刻
し
て
い
る
。
下
段
座
金
は
直
径
九

㎝
、
厚
さ
○

・
二

㎝
の
鉄
製
で

四
稜
形
を
な
し
、
四
稜
の
接
点
に
は
小
さ
な
心
葉
形

の
透
し
を
も
う
け
て
い
る
。

象
嵌
は
稜
縁
の
や
や
内
側
を
縁
ど
る
巾
広

の
線
と
、
内
側
に
四
弁
の
宝
相
華
文

と
し
て
見
ら
れ
る
。
四
弁
の
う
ち
内
側

の
花
弁
は
方
形
環
取
付
け
の
下
に
隠
れ

て
い
る
。
環
取
付
は
鉄
製
で
、

一
辺
二

・
五

㎝
の
直
方
体
の
角
を
切
り
落
し
た

一
四
面
体

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
上
面
と

二
側
面
に
四
弁
宝
相
華
文
、
角
を
栽
断
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し
た
三
角
面
八
カ
所
に
は
短
小
の
蔓
文
を

そ
れ
ぞ
れ
象
嵌
し
て
い
る
。
二
側
面

は
環
を
通
す
た
め
象
嵌
は
な

い
。
環
は
直

径
○

・
八

㎝
の
鉄
棒
を
外
径
七

.
四

㎝
の
円
環
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

四
稜
形
座
金
具
と
環
取
付
の
象
嵌
細
部

を
観
察
す
る
と
、

い
く

つ
か
の
特
徴

を
見

い
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

、
環
取
付
角
面
の
蔓
形
文
様

の
象
嵌

線
幅
は
○

・
五
1

0

・
七

㎜
と
細
く
、
剥

落
部
の
講
は
断
面
V
字
形
を
呈
し
、

糸
象
嵌

の
技
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
四
稜
形
座
金

の
縁
取
り
象
嵌
線

の
幅
は

一
・
二
～

一
・
四

㎜
、
厚
さ
約
○

・
三

㎜
、
剥
離
部
の
観
察
で
は
、
こ
の

細
い
線

の
両
脇
に
断
面
V
字
形
の
深

い
溝

を
刻
み
、
こ
の
間
を
浅
く
削

っ
て
い
る

の
が
判
る
。
こ
れ
は
宝
相
華
文
の
剥
落
部

に
も
見
え
、
平
象
嵌
の
技
法
で
あ
る

こ

と
が
わ
か
る
。
環
取
付
上
面

の
宝
相
華
文
弁
問
の
菱
形
文
は
輪
郭
の

一
部
の
み

残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
菱
形
文
に
平
象
嵌
さ
れ
て
い
た

の
が
磨
耗
し
て
菱
形

文
輪
郭

の
深

い
断
面
V
字
形
溝
に
入

っ
て
い
た
象
嵌
部
分
だ
け
が
残
存
し
た

の

で
あ
る
。
象
嵌
残
存
部
表
面
は
銅
色
を
呈
し
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
金
色
も

残

つ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
観
察
か
ら
、
本
例
は
鉄
地
銅
象
嵌
金
鍍
金

の
技
法
で

あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

な
お
、
本
例
は
阿
弥
陀
堂
創
建
当
初

の
も

の
、
す
な
わ
ち
天
喜
元
年

(
一
〇

五
三
年
)
の
製
作
で
、
平
安
時
代
象
嵌
遺
品

の
中
で
も
年
代
の
確
定
し
得
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

ω

手
向
山
神
社
壺
鐙

(奈
良
市
雑
司
町
)

東
大
寺
鎮
守
で
あ
る
手
向
山
神
社
に
は
数
多
く

の
馬
旦
ハが
神
宝
と
し
て
伝
え

ら
れ
て

い
る
が
、
中

に
象
嵌

の
あ

る
鉄
製
壺
鐙
二
点
が
知
ら
れ
て
い
る

(写

真
5
の
下

・
図
2
の
6
)。

一
は
釦
鎖
を
含
め
総
高
三

一
・
六

㎝
、
壺

の
長
さ
二
〇

・
二

㎝
、
幅

一
四

・

七

㎝
を
計
り
、
他
の

一
は
総
高

二
九

・
五

㎝
、
両
者
ほ
ぼ
同
形
同
大
の
も

の
で
、

か
つ
象
嵌
文
様
の
意
匠
も
同
じ
で
あ
る
が
、

一
対
を
な
す
も

の
で
は
な

い
。
壺

は
鉄
鍛
延
に
よ

っ
て
正
面
に
五
角
形
の
平
坦
部
を
造
り
出
し
、
平
中
線

の
鍋
と

上
面

の
左
右
、
さ
ら
に
低
部
両
側
に
稜
線
を
造
り
出
し
て
い
る
。
壺
口
に
は
断
面

蒲
鉾
形

の
縁
金
を
周
ら
せ
下
部
に
は
平
板
状
舌
、
上
部
に
は
銀
鎖
取
付

の
た
め

の
方
形
部
を
造
り
出
し
、
壺
に
は
鉄
鋲
で
固
定
し
て
い
る
。
鉋
鎖
は
兵
庫
鎖
形

式

で
あ
る
が
打
ち
た
た
い
て
連
結
部
を
固
定
し
て
い
る
。

象
嵌
は
壺

・
壺
口
縁
金
具
に
見
ら
れ
る
。
壼
正
面
に

一
個
、
上
部
鏑
線
上
に

二
個
、
両
側
面
に
三
個
ず

つ
、
計
九
個
の
大
小
の
宝
相
華
文
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ

蔓
文
が
配
さ
れ
、
ま
た
壺
[
縁
金
具
に
は
宝
相
華
文
と
唐
草
文
が
配
さ
れ
て
い

る
。
華
麗
に
装
飾
さ
れ
た
鐙
で
あ
る
が
、
象
嵌

の
半
ば
は
剥
落
し
て
い
る
。

象
嵌

の
剥
落
部
分
を
観
察
す
る
と
、
宝
相
華
文
の
輪
郭
は
断
面
V
字
形
の
鋭

い
溝
で
刻
ま
れ
、
そ
の
内
部
は
浅
く
削
ら
れ
て
い
る
新金
使

い
の
痕
跡
ま
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
蔓

の
象
嵌
線
が
半
ば
め
く
れ
上

っ
て
い
る
部
分
は
断
面

V
字
形
の
鋭
い
斬金
溝
と
、
そ
の
形
ど
お
り
に
め
く
れ
上

っ
た
象
嵌
線
が
見
ら
れ

る
。
象
嵌
の
残
存
部
分
の
表
面
は
や
や
緑
色
が
か

っ
た
銅
色
、
破
断
面
は
銅
色
、
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表
面
に
は
金
色
を
呈
す
る
部
分
も
あ
る
。

こ
う
し
た
観
察
結
果
か
ら
、
本
鐙
は
鉄
地
銅
象
嵌
金
鍍
金

の
技
法
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
本
品
の
来
歴
は
詳
ら
か
で
は
な

い
が
、
形
態

・
文
様

か
ら
平
安
時
代

の
作
例
と
考
え
ら
れ
る
。

ω

大
山
寺
厨
子
銘
板

(鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
)

山
岳
信
仰
の
寺
院
と
し
て
著
名
な
伯
書
国
大
山
寺
に
は
奉
納
由
来
の
銘
文
を

付
し
た
鋳
鉄
製
厨
子
が
あ
る
。
三
度
の
火
災
に
遇

い
破
損
し
た
が
今
は
復
原
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
厨
子
は
複
弁
八
葉
反
花
形

の
台
、
円
窓
に
地
蔵
菩
薩
の
種
子

を
陽
鋳
す
る
筒
形
の
身
、
笠
形
の
蓋
の
三
部
を
積
み
重
ね
、
総
高
七
四

・
二

㎝

を
計
る
。
厨
子
と
と
も
に
鋳
鉄
製
地
蔵
像
断
片
と
厨
子
表
面
に
取
付
け
て
い
た

鍛
鉄
製
銘
板
三
枚
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

(
写
真
6

・
図
3
)。

銘
板
は
も
と
四
枚
あ
り
、
江
戸
時
代
寛

政
年
間
の
火
災
で
二
枚
目
を
失

っ
た

と

い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
消
失
し
た
二
枚

目
を
含
め
て
四
枚
す
べ
て
の
拓
本
が

あ

っ
て
、
そ
の
記
述
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
現
存

の
三
枚

の
う
ち
、

一
枚
目
と
四
枚
目
は
そ
れ
ぞ
れ
九
七
文
字
と

六
二
文
字
を
七
行
に
割
か

っ
て
縦
三
五

・
五

㎝
、
横

二
σ

・
八

㎝
に
、
三
枚
目

は
八
八
文
字
を
六
行
に
割
か

っ
て
縦
三
五

・
五

㎝
、
横

一
八

・
八

面
の
鉄
板
に

刻
ん
で
い
る
。
し
た
が

っ
て
今
は
失
わ
れ

て
い
る
二
枚
目
は
九

一
文
字
を
六
行

に
割
か

っ
て
い
る
の
で
三
枚
目
と
同
じ
縦
三
五

・
五

㎝
、
横

一
八

・
八

㎝
の
鉄

板
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

合
計
三
三
八
文
字
よ
り
な
る
銘
文
は
、
伯
書
国
会
東
郡
の
地
主
で
あ
る
紀
成

盛
が
、
承
安
元
年

(
一
一
七

一
年
)
に
焼
失
し
た
大
山
寺
宝
殿
な
ら
び
に
本
尊

の
再
建
に
尽
力
し
、
同
二
年
に
は
大
山
権
現
で
あ
る
金
銅
地
蔵
菩
薩
を
延
暦
寺

僧
西
上
を
し
て
作
ら
し
め
、
同
三
年
に
は
宝
殿
を
完
成
さ
せ
、

一
山
あ
げ
て
の

遷
宮
行
事
を
行

っ
た
こ
と
、
こ
の
功
徳
に
よ
り

一
族
が
繁
栄
す
る
こ
と
を
願
う

思
い
な
ど
を
記
し
、
大
山
寺
史
ば
か
り
で
な
く
、
年
代
の
確
定
し
得
る
資
料
と

し
て
金
工
史
に
も
貴
重
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

か

っ
て
、
陰
刻
文
字

で
あ
ろ
う
と
か
、
銀
象
嵌
文
字
で
あ

ろ
う
と
か
議
論
さ

れ
た
銘
板
で
あ
る
が
、
表
面
観
察
と
X
線
写
真
お
よ
び
螢
光
X
線
分
析
に
よ

っ

て
、
そ
の
技
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
鉄
板
は
火
災
で
表
面
を
焼

か
れ
て
錆
が
剥
落
し
、
大
き
く
変
形
し
て
い
る
が
、
文
字

の
状
態
に
二
様

の
あ

る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。

一
は
文
字
表
面
が
鉄
板
と
同

一
で
あ

っ
て
銅
色
を
呈

す
る
も
の
、
他
の

一
は
陰
刻
の
文
字
で
輪
郭
を
深
く
断
面
V
字
形
に
刻
み
、
そ

の
内
部
を
浅
く
削

っ
て
い
る
も

の
で
、
ほ
と
ん
ど

の
文
字
は
後
者

の
状
態
に
あ

る
。
X
線
写
真
で
は
、
前
者
は
周
囲
の
鉄
板
よ
り
明
る
い
文
字
に
映
し
出
さ
れ
、

鉄
よ
り
も
質
量
の
大
き
い
金
属
が
象
嵌
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
し
、
螢
光
X

線
分
析
に
よ

っ
て
、
こ
の
銅
色
の
金
属
が
銅
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
後
者

は
X
線
写
真
に
は
周
囲
よ
り
暗
い
文
字
と
し
て
映
し
出
さ
れ
、
特
に
文
字
の
輪

郭
が
さ
ら
に
暗

い
線
で
縁
ど
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
文
字
の
い
く
つ
か
に
直
径

○

・
五
～

一
㎜
く
ら

い
の
銅
色
の
粒

の
付
着
す
る
も
の
が
あ
り
、
X
線
写
真
に

は
明
る
い
粒
と
し
て
映
し
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
銅
粒
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
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こ
れ
ら

の
調
査
の
結
果
、
前
者
の
文
字

は
お
お
む
ね
原
形
を
保
ち
、
後
者

の

文
字
は
火
災

に
よ

っ
て
銅
象
嵌
文
字
が
溶
融
し
て
流
れ
出
し
、
斬
金
彫
り
の
陰
刻

文
字
が
表
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
銅

の
小
粒
は
溶
融
し
た
銅
が
丸
粒
と

な
り
冷
え
固

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
本
例
も
、
鉄
地
銅
象
嵌

の

技
法
に
よ
る
も

の
と
判
明
し
た
が
、
文
字
表
面
を
金
銀
鍍
金
し
た
か
否
か
の
確

証
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。

承
安
三
年

(
=

七
三
年
)
製
作
の
実

年
代
を
知
り
得
る
貴
重
な
遺
品
で
あ

(註

3
)

る

。

三
、
機
器
分
析

に
よ
る
材
質

・
技
法

の
研
究

平
安
時
代
象
嵌
遺
品

の
多
く
は
、
お
よ
そ
九
〇
〇
年
間
の
伝
世
の
あ

い
だ
に
、

あ
る
い
は
土
中
に
埋
も
れ
て
い
る
あ
い
だ

に
腐
蝕
が
進
み
、
象
嵌
部
分
が
剥
離

す
る
な
ど

の
損
傷
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
損

傷
部
分
を

ル
ー
ペ
な
ど
を
使

っ
て
観

察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
象
嵌
技
法
の
大

略
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
平
安
時
代
象
嵌
技
法
は
、
糸
象
嵌
と
平
象
嵌

の
二
種
が
行
わ
れ

て
い
て
、
糸
象
嵌
は
地
金

に
断
面
V
字
形
の
鋭
い
溝
を
斬金
で
刻
み
、
銅
板
を
切

り
抜
い
た
細

い
線
を
嵌
め
込
ん
だ
の
ち
金
銀
鍍
金
を
行
い
、
平
象
嵌
は
地
金
に

文
様
の
輪
郭
を
断
面
V
字
形

の
深
い
溝

に
斬金
で
刻
み
、
そ
の
内
部
を
浅
く
削

っ

た
の
ち
、
銅
板
を
同
形
同
大
に
切
り
抜

い
た
文
様

・
文
字
を
嵌
め
込
み
、
金
銀

鍍
を
行

っ
て
い
る
。
鉄
地
銅
象
嵌
金
銀
鍍

の
技
法
で
あ
る
。

中
尊
寺
金
色
院

の
舎
利
壇
は
銅
地
銀
象
嵌
と
他
例
と
は
材
質
を
異
に
す
る
が

技
法
は
同
じ
で
あ
る
。
糸
象
嵌
と

い
え
ど
も
平
象
嵌
と
同
じ
手
順
で
行

っ
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
遺
品
の
中
で
、
大
山
寺
厨
子
銘
板
、
法
住
寺
殿
跡
鍬
形
、

同
轡
は
X
線
写
真
撮
影
と
機
器
分
析
を
行
う
機
会
に
恵
れ
た
。
大
山
寺
厨
子
銘

板
と
法
住
寺
殿
跡
鍬
形
に

つ
い
て
は
既
に
結
果
を
公
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

再
度
鍬
形

の
分
析
を
行

っ
た
の
で
、
轡
と
と
も
に
そ
の
結
果
を
検
討
す
る
。

な
お
、
法
住
寺
殿
跡
鍬
形
と
轡
は
、
前
述
の
よ
う
に

一
九
七
八
年

に
多
量
の

甲
冑
と
と
も
に
発
掘
さ
れ
た
。
出
土
当
初
は
全
面
を
錆
に
覆
れ
形
す
ら
も
判
然

と
し
な
か

っ
た
が
、
X
線
写
真
撮
影
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
を
明
瞭
に
確

認
す
る
と
と
も
に
、
鍬
形
に
は
雲
竜
文
、
轡
に
は
飛
鶴
文

の
象
嵌
が
確
認
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
科
学
的
保
存
処
理

・
象
嵌
文
様
表
出
に
伴

い
材
質
分

析
な
ど
綿
密
な
分
析
研
究
を
行

っ
た
も

の
で
あ
る
。

わ

法
住
寺
殿
跡
鍬
形
の
材
質
分
析
と
技
法

鍬
形
の
科
学
保
存
処
理
を
行

っ
た

一
九
八
四
年
当
時
に
X
線

マ
イ
ク
ロ
ア
ナ

ラ
イ
ザ
ー
を
使

っ
た
元
素
分
析
を
行

っ
た
。
分
析
対
称
は
、
鍬
形
に
む
か

っ
て

右
側
の
竜

の
尻
尾
付
根
付
近

の
表
面
分
析
、
左
後
足
下
の
雲
文
の
表
面
と
断
面

の
分
析
で
あ
る
。
そ
の
経
果
、
金
色
の
竜

の
体
で
あ
る
前
者
は
、
主
と
し
て
金

・
銅

・
鉄
が
検
出
さ
れ
、
象
嵌
剥
離

の
状
態
を
も
照
ら
し
あ
わ
せ
て
、
鉄

の
上

に
銅
、
銅
の
上
に
金
が
の
る
、
す
な
わ
ち
、
鉄
地
銅
象
嵌
金
鍍
金
で
あ
る
こ
と
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が
考
え
ら
れ
た
。
銀
色
を
呈
す
る
後
者
は
、
表
面
分
析
で
は
銀

・
水
銀

・
金

・

銅

・
鉄
が
検
出
さ
れ
、
他
の
雲
文
部
の
剥
離
し
た
断
面
の
分
析

で
は
、
銅

・
金

・
銀

・
水
銀
が
検
出
さ
れ
、
銅

の
上
に
金

・
銀

・
水
銀
が
混
在
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
水
銀
は
鍍
金
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

表
面
色
が
銀
色
を
呈
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
銀
に
匹
的
す
る
く
ら
い
の

金

の
分
布
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
銀
の
精
練
工
程
で
分
離
し
き
れ
な

か

っ
た
金
が
残

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
か
、
色
調
の
調
整
の
た
め
に
入
為

的
に
金
を
混
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
か
、
銀
色
を
鮮
や
か
に
す
る
た
め
に
金
鍍

金

の
上
に
銀
鍍
金
を
重
ね
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
、
な
ど
種
々
の
推
測
が
な
さ
れ

た
も
の
の
、
ど
れ
も
決
め
手
に
欠
け
、

一
応
、
鉄
地
銅
象
嵌
銀
鍍
金

の
技
法
と

し
た
。

こ
の
疑
問
を
解
く
た
め
に
今
回
、
再
度
雲
文
部
断
面
の
X
線

マ
イ
ク
ロ
ア
ナ

ラ
イ
ザ
ー
分
析
を
行

っ
た
。
分
析
資
料
は
前
回
と
同
じ
く
右
竜
左
足
下
の
雲
文

と
し
た

(挿
図
2
の
上

・
写
真

7
の
右
列
)。
断
面

の
定
性
分
析
で
は
、
銅

・
鉄

・
金

・
銀

・
水
銀
を
検
出
し
た
。
さ
ら

に
元
素
分
布
分
析
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、

銅
の
上
に
金
層
が
あ
り
、
金
層
の
上
に
銀
と
水
銀
が
重

っ
て
い
る
こ
と
が
か
ろ

う
じ
て
判
別
し
得
た
。
金
層
と
銀

・
水
銀
混
在
層
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
五
ミ
ク
ロ

ン
の
厚
さ
で
あ

っ
た
。

な
お
、
金
鍍
金

・
銀
鍍
金
と
も
に
水
銀
を
使

っ
た
ア
マ
ル
ガ
ム
法
に
よ
る
も

の
と
推
定
し
て
い
る
が
、
金
鍍
金
層
か
ら
は
水
銀
が
検
出
さ
れ
ず
、
銀
鍍
金
層
か

ら
は
相
当
の
残
留
水
銀
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
金
鍍
金
よ
り
も
銀
鍍
金
の
方
が

水
銀
が
残
留
し
易

い
と
い
う
化
学
的
特
性
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
金
鍍
金
と

銀
鍍
金
を
行
う
際
の
技
法
的
差
異
に
よ
る
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

②

法
住
寺
殿
跡
轡
の
材
質
分
析
と
技
法

轡
の
分
析
も
科
学
保
存
処
理

・
文
様
表
出

の
機
会
に
行

っ
た
。

分
析
に
共
し
た
資
料
は
、
左
側
鏡
板
飛
鶴

の
首
上
半
部
と
首
の
つ
け
根
胴
上

部

の
ニ
ケ
所

の
断
片
で
あ
る
。

(挿
図
2
の
中

・
下
)。

首
上
半
部

の
資
料
は
、
や
や
白

っ
ぽ
い
金
色
を
呈
す
る
首
と
地
金
で
あ
る
鉄

地
と
の
境
界
線
付
近
で
、
象
嵌
部
は
腐
蝕

の
た
め
細
か
く
剥
離
し
て
い
る
。
表

面

の
定
性
分
析
で
は
、
鉄

・
銅

・
金

・
銀

・
水
銀
が
検
出
さ
れ

(挿
図
2
の
中
)

元
素
分
布
分
析
で
は
、
二
次
電
子
像
の
上
側
三
分
の

一
は
鉄
地
、
下
側
三
分
の

二
は
象
嵌

(鶴
首
)
で
あ
る
が

(写
真
7
の
中
列
と
左
列
上
)、
鉄
の
分
布
で
も

わ
か
る
よ
う

に
象
嵌
は
か
な
り
腐
蝕

が
進

ん
で
剥
離
し
、
下
地

の
鉄
が
広

く
露
出
し
て
い
フ49
。
銅
は
象
嵌
の
鉄
地
の
露
出
し
て

い
な

い
と

こ
ろ
に
分
布

し
、
か
ろ
う
じ
て
剥
離
の
免
れ
た
部
分
で
あ
る
。
金

・
銀

・
水
銀
は
銅
に
重
な

る
。
し
た
が

っ
て
、
鉄
地
銅
象
嵌

の
表
面
に
金

・
銀
を
水
銀
の
ア
マ
ル
ガ
ム
で

鍍
金
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
肉
眼
で
は
や
や
白

い
金
色
に

見
え
る
こ
の
部
分
に
、
銀
が
相
当
量
含
ま
れ
か

つ
水
銀
も
相
当
量
残
存
す
る
こ

と
か
ら
、
当
初
、
金
鍍
金
上
に
銀
鍍
金
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

鶴
首

の
つ
け
根

・
胴
上
部
で
は
断
面
を
分
析
し
た

(挿
図
2
の
下
)。
こ
の
付

近
の
象
嵌
表
面
は
銅
色
を
呈
す
る
。
馬
に
轡
を
装
着
し
た
場
合
に
引
手
が
擦
れ
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表1平 安時代象嵌遺品一覧表

名 称
点
数

象嵌文の種類 象 嵌 の 技 法 製作年代 所蔵者

中 尊 寺 金 色 院 舎 利 壇
1

(岩手県西磐井郡平泉町)
1

蓮唐草団案文

宝相華唐草文
銅地銀象嵌 平象嵌 金 色 院

清 水 寺 鍬 形2

(長野県長野市保科)
1 雲竜文

鉄地銅象嵌金

鍍金
糸 ・平象嵌 清 水 寺

八 代 神 社 鍬 形
3

(三重県鳥羽市神島)
1 獣面文(獅噛文)

鉄地銅象嵌金

鍍金
糸 ・平象嵌 八代神社

法 住 寺 殿 跡 鍬 形4

(京都府京都市東山区) 轡

1 雲竜文 鉄地銅象嵌金

銀鍍金
糸 ・平象嵌

寿 永2年

(1183年)

木 下

美 術 館1
飛鶴文・花蕾文・

草花文 ・波状文

平等院阿弥陀堂扉留金具5

(京都府宇治市)
4 宝相華文 ・蔓文

鉄地銅象嵌金

鍍金
糸 ・平象嵌

天 喜元 年

(1053年)
平 等 院

手 向 山 神 社 壺 鐙6

(奈良県奈良市雑司)
2 宝相華文・唐草文

鉄地銅象嵌金

鍍金
糸 ・平象嵌

手 向 山

神 社

大 山 寺 厨 子 銘 板
7

(鳥取県西伯郡大山町)
3 文字(338字) 鉄地銅象嵌 平象嵌

承 安3年

(1173年)
大 山 寺

平
安
時
代
象
嵌
遺
品

の
技
法

・
材
質

・
製
作
年
代
等
を
表

に
ま
と
め
た

(表

1
)。
平
安
時
代
の
後
半

二
〇
〇
年

の
あ

い
だ
に
華
開
い
た
平
象
嵌
技
法
の
起
源

は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
、
日
本
で
製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
最
古

の
象
嵌
遺
品
は
、
千
葉
県
市

原
市
稲
荷
台

一
号
墳

の
王
賜
銘
鉄
剣

(五
世
紀
中
頃
)
で
あ
り
、
日
本
に
齋
ら

四
、
平
安
時
代
平
象
嵌
技
法
の
創
始

る
部
分
で
あ
る
。
断
面
の
二
次
電
子
像

(写
真
7
の
左
列
の
中
3
枚
)
に
見
え

る
資
料
の
厚
さ
は
右
端
が

二
㎜
、
左
端
が

一
・
八

㎜
あ
る
。
鉄
の
分
布
を
見
る

と
上
方
に

『
の
空
白
部
が
あ
り
、
上
面
を
鉄
が
う
す
く
覆

っ
て
い
る
。
銅
の
分

布
は
こ
の
鉄
の
空
白
部
に
合
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
鉄
地
銅
象
嵌

の
断
面
が
こ

こ
に
鮮
明
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

銅
色
に
見
え
る
象
嵌
表
面
に
鍍
金
が
な
さ
れ
て
い
た
か
否
か
を
確
認
す
る
た

め
、
四
〇
〇
〇
倍
に
拡
大
し
て
分
析
し
た
と
こ
ろ

(挿
図
2
の
下
)、
金

・
銀

・

水
銀
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
当
初
は
金

・
銀
鍍
金
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
引
手
に
よ
り
磨
耗
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

左
翼

つ
け
根
部
分
の
断
面
で
も
両
端
が
深
く
V
字
形
に
く

い
こ
ん
だ
銅
象
嵌

の

断
面
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た

(写
真
7
の
左
列
下
)。

前
章

の
種
々
遺
品
の
表
面
観
察
か
ら
推
定
し
て
い
た
象
嵌
技
法
が
分
析
結
果

か
ら
も
証
明
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
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さ
れ
た
中
国
製
の
象
嵌
遺
品
と
し
て
は
中
国
漢
代
中
平
年
間

(
一
八
四
～

一
八

九
年
)
に
製
作
さ
れ
た
東
大
寺
山
古
墳
中
平
紀
年
大
刀
、
百
済
か
ら
齋
ら
さ
れ

た
象
嵌
遺
品
と
し
て
は
泰
和
四
年

(三
六
九
年
)
に
百
済
で
製
作
さ
れ
た
石
上

神
社
七
支
刀
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
鉄
刀
剣
身
に
金
銀

を
糸
象
嵌
技
法
で
銘
文
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
糸
象
嵌
技
法
の
存
在
を
中
国

・
百
済
か
ら
学
び
、
五
世
紀

の
百
済
や

伽
耶
地
方
か
ら
渡
り
来
た
金
工
に
よ

っ
て
技
術
が
齋
ら
さ
れ
、
以
後
古
墳
時
代

の
約
二
〇
〇
年
間
に
多
量
の
象
嵌
遺
品
が
製
作
さ
れ
、
飛
鳥

・
奈
良
時
代

へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
く
。

古
墳
時
代
、
刀
剣

・
刀
装
旦
ハを
中
心
に

二
五
〇
例
ば
か
り
知
ら
れ
る
象
嵌
遺

品

の
ほ
と
ん
ど
が
糸
象
嵌

で
あ
る
中
に
、
わ
ず
か
三
例
で
あ
る
が
平
象
嵌

の
遺

品
が
あ
る
。
大
分
県
日
田
市
東
寺
古
墳

の
鉄
鏡

・
帯
鉤

・
飾
り
金
具
で
あ
る
。

鉄
鏡
は
金
銀
錯
嵌
玉
龍
文
鉄
鏡
と
よ
ば
れ
金
銀
象
嵌

の
雲
竜
文
と
玉
で
美
し
く

飾
ら
れ
た
中
国
漢
代

の
作
品
で
、
六
世
紀

頃
に
日
本

に
齋
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
平
象
嵌
遺
品
は
こ
の
時
代
、
確
実

に
日
本
に
齋
ら
さ
れ
て
い
た
も

の
の

そ
の
技
法
は
遂
に
根
付
く
こ
と
が
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
中
国
春
秋
戦
国
時
代
に
始
ま
り

、
漢
代

へ
と
発
展

・
継
承
さ
れ
て
き

た
平
象
嵌
技
法
は
、
日
本
の
平
安
時
代

の
平
象
嵌
技
法
の
直
接

の
源
流
で
あ
ろ

う
か
。
写
真
八
に
示
し
た
金
錯
銀
帯
鉤
す

な
わ
ち
、
銀
地
金
象
嵌
帯
金
具
は
中

国
戦
国
時
代

の
典
型
的
な
遺
品
で
あ
る
。
金

の
糸
象
嵌

・
平
象
嵌

の
渦
雲
文
で

全
体
を
飾
り
、
先
端
は
獣
頭
と
し
て
い
る
。
象
嵌

の
剥
落
し
た
部
分
を
観
察
す

る
と
、
糸
象
嵌
部
は
斬金
で
断
面
V
字
形
に
鋭
く
刻
ん
だ
溝
が
見
ら
れ
、
平
象
嵌

部
は
文
様
輪
郭
を
斬金
で
断
面
V
字
形
に
深
く
刻
み
、
そ
の
内
部
を
浅
く
削

っ
て

い
る
の
が
見
え
る
。
こ
の
技
法
は
、
平
安
時
代
平
象
嵌
技
法
と
合
致
す
る
。
し

か
し
、
残
存
し
て
い
る
平
象
嵌
部
を
観
察
す
る
と
、
長
さ
三
～
四

㎜
の
金
銀
板

を
並
べ
て
嵌
め
こ
ん
で
い
る
、
す
な
わ
ち
、
金
銀
板
を
継
ぎ
矧
ぎ
し
て
文
様
象

嵌
と
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。
平
安
時
代
平
象
嵌

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
枚

の
銅
板

・
銀
板
か
ら
大
き
な

一
つ
の
文
様
を
切
り
取
り
象
嵌
す
る
の
と
は
大
き

な
相
違
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。

金
銀
板
で
文
様
を
切
り
抜

い
て
嵌
め
込
む
も

の
と
い
え
ば
、
平
脱

・
平
文
の

技
法
が
あ
る
。
中
国
唐
代
に
盛
行
す
る
技
術
で
、
木
製

・
皮
製
の
箱
、
銅
鏡
背

面
な
ど
に
漆
を
塗
り
重
ね
る
途
上
に
金
銀
文
様
を
貼
り

つ
け
て
漆
の
中
に
塗
り

込
め
、
の
ち
文
様
表
面

の
漆
を
割
り
と
っ
て
表
わ
す
技
法
で
あ
る
。
貝
を
切
り
抜

い
た
文
様
を
漆
の
中
に
埋
め
込
み
、
の
ち
表
面
の
漆
を
割
り
と
り
表
わ
す
螺
釦

の

技
法
と
同

一
の
も
の
で
あ
る
。
正
倉
院
に
は
漆
胡
瓶

・
金
銀
平
脱
皮
箱

・
金
銀

平
文
琴
な
ど
多
く
の
平
脱

・
平
文

の
作
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
黒
漆
の
中
に

飛
び
交
う
金
銀

の
鳥
、
咲
き
ほ
こ
る
金
銀
の
花
、
こ
れ
ら
は
金
属
の
鋭
さ
、
冷

た
さ
は
徴
塵
も
感
じ
さ
せ
ず
、
逆
に
漆
の
柔
和
さ
、
暖
か
さ
を
極
立
さ
せ
て
い

る
。平

安
時
代

の
平
象
嵌
技
法
は
、
中
国
春
秋
戦
国
時
代
に
始
ま
る
平
象
嵌
技
法

と
、
中
国
唐
代
に
始
ま
る
平
脱

・
平
文
技
法
が
、
日
本
に
お

い
て
合
体
し
創
り

出
さ
れ
た
も

の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
平
安
時
代
象
嵌
遺
品

の
多
く
が
鉄
地
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銅
象
嵌
金
銀
鍍
金
で
あ
り
鉄
地
表
面
を
タ
ン
ニ
ン
を
使
っ
て
不
動
体

の
錆
、
す
な

わ
ち
内
部
ま
で
錆
が
進
ま
な
い
よ
う
に
保
護
錆
を
作

っ
て
里
…色
に
さ
せ
、
そ
こ

に
金
銀

の
動
物
や
草
花
を
浮
か
び
上
ら
せ

る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
黒
漆
地
に
金

銀
の
動
物
や
花
を
躍
ら
せ
る
平
脱

・
平
文

の
効
果
と
同
じ
も

の
で
あ
る
。
鍬
形

・
轡

・
金
具

・
銘
板
と

い
っ
た
金
属
品
に
必
要
な
強
靭
性
と
、
古
代
日
本
人
好

み
の
漆
や
木
の
柔
か
さ
、
暖
か
み
を
あ
わ
せ
も

つ
作
品
の
技
術
と
し
て
、
平
安

時
代
平
象
嵌
技
法
が
創
り
出
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
平
安
時
代
象
嵌
遺
品
を
製
作
し
た
工
人
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
見

い
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

大
山
寺
厨
子
銘
板

に
よ
れ
ば
、
大
山
権
現
で
あ
る
金
銅
地
蔵
尊
は

「鋳
像
師

延
暦
寺
僧
西
上
」
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
延
暦
寺

の
伽
藍
建

立

.
維
持
機
構
と
し
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
、
延
暦
寺
付
属
の
鍛
治

・
鋳
造
工

房
を
率

い
た
の
が
西
上
で
あ
る
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
ま
た
、
紀
成
盛
の
地

蔵
尊
造
立

・
宝
殿
再
建
の
作
善
を
記
念
す
る
遷
宮
行
事
に
あ
た

っ
て
検
校
を

つ

と
め
た
南
光
院
基
好
が
、
天
台
座
主
慈
鎮

や
臨
済
宗
開
祖
栄
西
の
師
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
平
象
嵌
銘
の
あ
る
銘
板
作
成
に
延
暦
寺
付

属
の
工
房
ま
た
は
京

の
都
の
工
人
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。

中
尊
寺
金
色
院
舎
利
壇
も
ま
た
、
そ
う

し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
藤
原
清
衡

.
基
衡

・
秀
衡
が
奥
州
平
泉
に
京
の
文
化
と
極
楽
浄
土
を
現
出
せ
し
め
る
た
め
、

法
勝
寺
や
平
等
院
に
な
ら

っ
て
中
尊
寺
、
毛
越
寺
、
無
量
光
院
を
建
立
し
、
京

の
町
に
な
ら

っ
て
町
割
し
、
佛
殿
装
厳
具
、
佛
具
、
日
常
什
器
か
ら
芸
能
に
い

た
る
ま
で
京

の
都
そ
の
も
の
を
も
ち
こ
ん
だ
。
金
色
院
舎
利
壇
は
、
ま
さ
し
く

京

の
都
で
作
ら
れ
平
泉
の
地
に
齋
ら
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
京
の
工
人
が

平
泉

に
お
も
む
き
製
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

法
住
寺
殿
跡
鍬
形
と
轡
は
後
白
河
法
皇
方
の
武
将
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

平
等
院
阿
弥
陀
堂
扉
留
金
具
と
と
も
に
京
の
工
人
の
手
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

清
水
寺
鍬
形
は
坂
上
田
村
麻
呂
が
奉
納
し
た
と
す
る
伝
説
は
と
も
か
く
と
し

て
、
京
よ
り
東
海
道

・
中
仙
道
を
経
て
越
中

・
越
後

へ
、
あ
る
い
は
武
蔵

・
毛

野
に
通
じ
る
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
同
様
な
意
味
に
お

い
て
、
京
よ
り
東
国

へ

の
海
上
交
通

の
要
衝
に
あ
た
る
八
代
神
社

の
鍬
形
に
つ
い
て
も
、
京
で
製
作
さ

れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
平
安
時
代

の
文
献
に
見
え
る
象
嵌
刀
剣
と
し
て
坂
上
田
村
麻
呂
将

軍
剣
(『昭
訓
門
院
御
産
愚
話
』
)と
相
応
和
尚
剣
(『明
匠
略
伝
』
)
が
あ
る
。
前
者

は
坂
上
田
村
麻
呂
が
朝

廷
よ
り
下
賜
さ
れ
た
剣
に
坂
上
家

の
宝
剣
で
あ
る
こ

と
を
漢
字
二
三
文
字
の
金
象
嵌
で
刻
ま
せ
た
も
の
、
後
者
は
ペ
ル
シ
ャ
よ
り
伝

来

の
剣
に
相
応
和
尚
が
不
動
明
王
慈
護
之
明
を
、
漢
字
か
梵
字
か
は
詳
か
で
は

な
い
が
金
象
嵌
で
刻
ま
せ
た
も

の
で
、
と
も
に
糸
象
嵌
で
あ
ろ
う
が
、
京
の
都
に

象
嵌
技
術
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
新
ら
し

い
平
象
嵌
技
法
を
生
み
出
す
素
地
が

充
分
に
培
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
象
嵌
工
人
を
知
る
直
接

の
資
料

は
皆
無
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
、

い
わ
ば
状
況
証
拠
に
よ

っ
て
、
平
安
時
代
平

象
嵌
遺
品
は
京

の
工
人

の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
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古
代
学
協
会

『法
住
寺
殿
跡
』

一
九
八
四
年
)

西
山
要

一
「雲
龍
文
象
嵌
鍬
形
の
保
存
処
理

・
材
質
分
析
と
そ
の
製
作
技
法
に

つ
い
て
」

(財
団
法
人
古
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文
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文
化
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化
財
学
報
』
第
四
集

一
九
八
六
年
)
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